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研究成果の概要（和文）： 
 日本建築史の分野において、従来の建築様式史を批判的に検討し、それがもはや現在におい
ては必ずしも有効ではないことを確認した。そして、新たな研究領域が拡大しつつあることを
確認して、日本・東アジアの木造建築を対象とする、新しい建築様式史を提案する必要がある
ことを認識した。この５年間で、新しい建築様式史を構築するための基礎的検討を行ったが、
具体的な作業は、建築史の全分野、建築史以外の報告者を得て開いたシンポジウムにおける討
論を通じて実施した。その記録集 10 冊を印刷して広く配布した。 
 
研究成果の概要（英文）： 

In the field of the history of Japanese architecture, the former history of 
architectural style was examined critically, and recognized not to be so effective now. We 
thought that expansion of new areas of investigation was progressing. So, we got the 
recognition that it was necessary to propose a new history of architectural style for wood 
structure of Japan and East Asia. Fundamental research for constructing a new history 
was performed within these five years. Actual works for it were done through the 
discussion in the symposiums, which obtained reporters of every field of architectural 
history, and other related histories in Japan. The 10 symposium records were printed and 
distributed widely. 
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１．研究開始当初の背景 
「日本建築史」という領域は、明治時代後期

に伊東忠太と関野貞という二人によって創始

され、現在まで引き継がれてきた。その間、

多くの研究が蓄積され、例えば太田博太郎『日

本建築史序説』（初版は昭和22年、増補新版

は昭和44年、増補第二版は平成2年）という総
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合的な概説を得、さらにその後も研究の蓄積

は増加し続けている。 

  現在の「日本建築史」という大きな枠組み

は太田博太郎氏が提案したものが、ほぼその

まま引き継がれているといってよい。しかし、

その後の多くの研究の進展で、その枠組みの

有効性が疑問しされる箇所も少なくない状況

となっているのは確かである。現在は、研究

の方法論、今までの研究成果全体の再点検を

行い、新たな研究への展望を拓く段階に至っ

たと考えるべきである。 

 

２．研究の目的 
本研究は、日本建築史の中で特に様式史を

中心に、全分野において研究史的再点検を行

うことによって、その再構築のための研究的

展望を獲得することを目的としている。 
 第一は、建築史特有の学術用語のなかで、

特に様式語を中心として研究史的な再点検を

実施する。分野ごとの検討に加え、全分野で

の共同検討を行うことにより、建築史の全体

像を展望する。 
第二は、「日本建築の特質」をアジアとの比

較研究によって、明らかにすることである。

中国、韓国の研究者との共同研究により、そ

の具体像を展望する。 
 

３．研究の方法 
日本建築史学において、研究史的な検討を実
施し、それを持ち寄ってシンポジウムを連続
的に開催して、分野を越えた議論を重ねた。
シンポジウムとその内容は以下の通りであ
る。 
（１）平成 20 年 12 月 13 日、「日本住宅史と
民家史を結ぶ」（担当光井渉）（於東京大学）。
パネラーは川本重雄・大野敏・後藤治・光井
渉及び大場修（京都府立大学教授）。現在異
なる学問領域となっている住宅（貴族・武家
など）と民家（町家・農家・庫裏など）を、
共通の視座から検討し直すことを目的とし
た。このシンポジウムでは、住宅と民家を併
せて論じるための可能性の所在が指摘され
ると同時に、問題点も改めて明確化し、今後
の研究を進展させる上で重要な試みとなっ
た。 
（２）平成 22 年 1 月 23 日、「日本寺院建築
史と住宅建築史の接点と境界－仏堂と住宅
の邂逅－」（担当溝口正人）（於東京大学）。
パネラーは川本重雄・上野勝久・溝口正人、
箱崎和久（奈良文化財研究所）。コメンテイ
ターは福田美穂（京都大学人文科学研究所）。
寺院建築と住宅建築の差異、同一性、その間
の意匠に関わる影響関係などを検討して、中
国との比較検討も行った。 
（３）平成 22 年 3 月 30 日、「修復・再現と

様式」（担当大橋竜太）（於東京大学）。パネ
ラーは大橋竜太・藤川昌樹、山内美奈子（文
化財保存計画協会）、青柳憲昌（東京工業大
学）、上野幸夫（富山、職藝学院）、田原幸夫
（JR 東日本）。日本、アメリカなどの様々な
修復・修理現場で、様式がどのように判断さ
れて、再現に用いられているのか、検討した。 
（４）平成 23 年 6 月 12 日、『民家の移築と
維持』（担当平山育男）（於東京大学）。パネ
ラーは平山育男・中村琢巳（立命館大学）。
民家の移築件数が多い理由、その維持や移築
のシステムなどについて検討を行った。 
（５）平成 23 年 10 月 15 日、『寝殿造と書院
造の間～建築史学と考古学の接点を求めて
～』（担当川本重雄）（於京都女子大学）。パ
ネラーは、川本重雄、伊藤裕偉（三重県埋蔵
文化財センター）、岡陽一郎（兵庫大学兼任
講師）、羽柴直人（岩手県文化振興事業団）。
コメンテイター・司会を藤田盟児（広島国際
大学）が務めた。中世住宅の研究上の課題と、
各地で報告される中世住居の発掘事例との
関係を検討した。    
（６）平成 23 年 12 月 18 日、『歴史的町並み
の近代化と建築史研究』（担当藤川昌樹）（於
東京大学）。パネラーは、梅嶋修（グリーン・
シグマ）、伊藤則子（東北大学）、中野茂夫（島
根大学）、三浦要一（高知女子大学）、溝口正
人、藤川昌樹、後藤治。コメンテイターを土
本俊和（信州大学工学部）が務めた。都市の
近代化が歴史的町並みにおいて、どのように
起きているのか、その実態が報告され、新た
な研究上の視点が議論された。 
（７）平成 23 年 11 月 27 日、「江戸大名屋
敷作事記録を読む」（担当藤川昌樹）（於筑
波大学）。パネラーは宮崎勝美（日本史）、
高屋麻理子（建築史）、加藤悠希（建築史）、
渋谷葉子（日本史）、森下徹（日本史）、岩
淵令治（日本史）、藤川昌樹（建築史）。山
口県文書館所蔵の毛利家史料を用いた萩藩
江戸屋敷の作事記録を用いた研究である。 
（８）平成 23 年 12 月 10 日、「中世建築に
おける様式研究の再考」（担当上野勝久）（於
東京藝術大学）。報告者は、藤井恵介（建築
史）、奥健夫（美術史）、光井渉（建築史）、
野村俊一（建築史）、永村眞（日本史）、上
野勝久（建築史）。日本の中世における寺院
建築の様式について、特に様式の折衷に焦点
を当てて検討した。具体的には、精密な調査
を経た鑁阿寺本堂における折衷の現象が報
告された。 
（９）平成 24 年 2月 18 日、「東アジアの宮
殿建築と儀式～元日朝賀と宴会～」（担当川
本重雄）（於東京大学）。報告者は川本重雄
（日本建築史）、パン・サンハイ（ベトナム
宮殿史）、福田美穂（中国宮殿史）。日中韓
越四カ国の元日の宮廷行事を比較研究し、そ
れぞれの特徴について明らかにした上で、日



 

 

本の宮殿建築の持つ特異性について検討し
た。 
（10）平成 24 年 11 月 17 日、「「建築様式
史研究」を越えて―西欧・日本・アジア―」 
(担当藤井恵介)（於東京大学）。報告者、福
田晴虔（九州大学名誉教授、西洋建築史）、
藤井恵介（東京大学、日本建築史）。コメン
テイターは大橋竜太（東京家政学院大学、イ
ギリス建築史）、加藤耕一（東京大学、フラ
ンス建築史）、清水重敦（京都工芸繊維大学、
日本建築史）、佐藤浩司（国立民族学博物館、
建築人類学）。 
西洋で成立、展開した「建築様式史」とい

う概念の有効性、発展性などを再検討し、さ
らに日本において、同じ枠組みの「日本建築
様式史」が成立しないことを明らかにし、「か
たち」を主題とする研究の今後の可能性につ
いて議論した。西欧建築史では、従来の機械
的な様式区分に依らない、自由かつ精度の高
いかたちの分析、批評が必要であること。日
本、アジアの建築史研究においては、総合的
なかたちのシステムの理解が必要であるこ
と。また、その政治性まで検討する必要があ
ること、などが提案された。また、玉井哲雄
（国立歴史民俗博物館、民家史）、西田雅嗣
（京都工芸繊維大学、フランス建築史）らか
らの積極的な提案があった。 
 
４．研究成果 
（１）様式史研究の再点検：本来の目的であ
った、様式史的研究の再点検においては、住
宅史、民家史、寺院建築史、建築技術史、建
築保存学の分野の間において、積極的な意見
交換を実施した。それぞれの分野が孤立して
成立せず、相互に依存する、もしくは相互に
批判的な内容をもつことも明らかになった。 
（２）研究テーマの拡大：相互批判、相互批
評から、新たに発見されたテーマも多い。ま
た研究領域が相当に拡大されていることも
明らかになった。 
（３）様式研究：従来固定的にとらえられて
きた「建築様式」概念を一端反故にして、新
たに「かたち」の論理を構築すべきであるこ
とが明らかにされた。西欧的な理論を基礎に
する従来の様式理論ではなく、日本、東アジ
アにおいては、木造建築の建設システムを基
礎にした新たな「建築様式」概念を構築する
必要が明らかにされた。 
（４）平成 20～24 年度の５年間に、シンポ
ジウムを 10 回開催し、シンポジウム記録集
を 10 冊刊行して、関係者に広く配布した 
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